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近
世
の
琉
球
王
国
（
首
里
王
府
）
に
よ
る
地
方
支
配
は
、
役
人
の
派
遣
、
文
書
の
発
給
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
思
が
伝

え
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
地
方
か
ら
役
人
が
王
府
に
行
き
、
地
方
か
ら
文
書
が
王
府
に
上
申
さ
れ
、
情
報
や
願
意
な
ど
を

伝
え
た
。
派
遣
役
人
の
復
命
書
的
な
文
書
も
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
、
八
重
山
で
確
認
さ
れ
て
い
る
史
料
の
多
く
は
、

王
府
が
発
し
た
文
書
、
あ
る
い
は
王
府
と
地
元
と
の
や
り
と
り
を
ま
と
め
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
前
者
は
小
稿
で
と

り
あ
げ
る
規
模
帳
を
は
じ
め
公
事
帳
・
例
帳
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

後
者
は
従
来
「
往
復
文
書
」
と
称
さ
れ
た
文
書
で
、
そ
の
性
格
を
示
し
て
い
て
典
型
的
で
あ
り
、
か
つ
も
っ
と
も
童

（
１
）

要
な
史
料
は
「
参
遣
状
」
「
御
手
形
写
」
「
間
合
控
」
と
称
さ
れ
る
文
書
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
日
常
的
な
王
府
’
八
重

は
じ
め
に

近
世
八
重
山
へ
の
王
府
布
達
文
書
「
規
模
帳
」
「
公
事
帳
」
の
成
立
過
程

得
能
壽
美
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こ
の
解
説
は
、
現
在
「
規
模
帳
」
と
い
う
表
題
で
、
八
重
山
に
お
い
て
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
「
規
模
帳
」

ｌ
乾
隆
三
一
一
一
年
（
一
七
六
八
）
「
与
世
山
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
」
、
成
豊
七
年
（
一
八
五
七
）
「
翁
長
親
方
八
重
山
島
規
模

帳
」
、
同
治
一
三
年
（
一
八
七
四
）
「
富
川
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
」
（
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
一
一
・
一
九
九
四
、

（
３
）

石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
課
二
○
○
四
）
ｌ
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
よ
り
先
に
王
府
が
八
重
山

に
遣
わ
し
た
検
使
が
「
規
模
帳
」
と
称
す
る
文
書
を
ま
と
め
て
お
り
、
こ
れ
を
王
府
が
発
給
し
て
い
る
。
小
稿
で
は
ま

山
の
文
書
の
や
り
と
り
は
、
個
別
の
案
件
に
お
け
る
王
府
の
方
針
の
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
複
数
の
案

件
に
つ
い
て
ま
と
め
た
形
で
、
早
く
は
崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
）
の
「
徒
」
（
八
重
山
島
年
来
記
恥
二
八
四
）
な
ど
が
あ

り
、
規
模
帳
の
形
式
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
康
煕
一
一
一
四
年
（
’
六
九
五
）
の
「
万
御
間
合
書
」
（
参
遣
状

〔
喜
舎
場
永
殉
旧
蔵
史
料
〕
１
恥
一
四
六
）
、
同
四
○
年
の
「
八
重
山
島
惣
横
目
訟
書
」
「
八
重
山
島
在
番
中
存
寄
書
」
な

（
２
）

ど
が
あ
る
（
参
遣
状
）
。

さ
て
、
小
稿
で
は
、
近
世
の
首
里
王
府
に
よ
る
地
方
支
配
の
た
め
に
発
給
さ
れ
た
文
書
ｌ
王
府
布
達
文
書
ｌ
の
う
ち
、

八
重
山
に
派
遣
さ
れ
た
検
使
が
ま
と
め
、
評
定
所
が
発
給
し
た
文
書
の
成
立
過
程
を
検
証
す
る
。
検
使
が
組
み
立
て
る

文
書
は
、
大
き
く
規
模
帳
・
公
事
帳
・
例
帳
に
分
類
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
小
稿
で
重
点
的
に
検
証
す
る
規
模
帳
と
は
、

王
府
が
派
遣
し
た
検
使
が
現
地
の
実
情
を
調
べ
た
う
え
で
現
状
と
改
正
点
な
ど
を
指
摘
し
、
そ
れ
ま
で
の
法
令
を
含
め

て
、
現
地
に
布
達
す
べ
き
規
模
（
規
範
、
法
令
）
を
ま
と
め
、
王
府
評
定
所
の
認
可
を
受
け
て
現
地
に
発
給
し
た
も
の

て
、
現
叫

で
，
あ
る
。
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現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
っ
と
も
古
い
規
模
帳
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
乾
隆
一
一
一
三
年
（
’
七
六
八
）
の
与
世
山
親

方
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
八
重
山
に
派
遣
さ
れ
た
検
使
に
、
康
煕
’
七
年
（
一
六
七
八
）
恩
納
（
佐
渡
山
）

親
方
、
同
五
○
年
（
一
七
二
）
奥
武
親
雲
上
が
お
り
、
彼
ら
の
名
義
に
よ
る
規
模
帳
が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
。
恩

納
（
佐
渡
山
）
の
八
重
山
赴
任
に
つ
い
て
は
、
「
球
陽
」
に
「
毛
国
瑞
（
恩
納
親
方
安
治
）
、
八
重
山
に
到
り
て
農
を
勧

め
俗
を
整
へ
法
式
を
改
定
す
。
時
に
永
良
比
金
役
を
裁
去
す
」
と
あ
り
（
球
陽
川
四
八
六
、
球
陽
八
重
山
関
係
記
事
集

〔
上
〕
恥
二
四
）
、
恩
納
以
前
に
「
法
式
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
手
が
か

り
が
な
い
。
恩
納
の
仕
置
（
取
締
）
と
し
て
は
、

１
．
農
を
勧
め
、
俗
を
整
え
る
。

２
．
永
良
比
金
（
神
役
）
を
廃
す
る
。

ず
こ
れ
を
初
期
規
模
帳
と
し
て
分
析
す
る
。
初
期
規
模
帳
と
近
世
後
期
の
与
世
山
以
降
の
規
模
帳
の
中
間
に
位
置
し
て
、

王
府
布
達
文
書
作
成
に
重
要
な
働
き
を
す
る
の
が
、
乾
隆
一
三
年
（
’
七
四
八
）
八
重
山
に
赴
任
し
た
在
番
野
村
里
之

子
親
雲
上
で
あ
り
、
彼
が
作
成
し
た
規
模
帳
・
公
事
帳
な
ど
を
検
証
し
、
さ
ら
に
、
現
在
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る

（
４
）

与
世
山
以
降
の
規
模
帳
と
の
系
譜
関
係
を
検
討
す
る
。

第
一
節
八
重
山
に
お
け
る
初
期
規
模
帳
の
成
立

131近世八重山への王府布達文書「規模帳」「公事帳」の成立過程



が
あ
り
、
さ
ら
に
「
琉
球
国
由
来
記
」
（
二
一
ｌ
－
ａ
）
に
は
、

３
イ
リ
キ
ヤ
ア
マ
リ
の
信
仰
を
禁
止
す
る
。

（
５
）

が
み
ら
れ
る
。
恩
納
の
派
遣
は
「
八
重
山
島
年
来
記
」
康
煕
’
七
年
条
（
川
四
一
一
～
四
一
一
一
一
）
に
み
ら
れ
、
仕
置
の

内
容
は
一
○
か
条
に
わ
た
る
。

４
．
｜
地
頭
の
村
に
一
人
の
ツ
カ
サ
と
す
る
こ
と
。

５
．
王
府
へ
上
国
す
る
役
人
の
数
。

６
．
黒
島
で
造
船
し
て
い
た
大
船
を
、
石
垣
船
は
石
垣
村
で
、
古
見
船
は
大
枝
村
で
造
船
す
る
。

７
．
百
姓
の
数
に
比
し
て
地
頭
ら
の
数
が
多
く
、
地
頭
ら
を
減
少
す
る
こ
と
。

８
．
地
頭
ら
を
三
年
交
代
に
す
る
こ
と
。

９
．
地
頭
ら
は
筆
算
に
す
ぐ
れ
た
者
か
ら
任
命
す
る
こ
と
。

皿
僧
侶
が
い
る
場
合
、
役
人
は
引
導
（
葬
儀
）
を
依
頼
す
る
こ
と
。

ｕ
役
人
の
位
牌
や
年
忌
の
振
る
舞
い
を
簡
素
に
す
る
こ
と
。

ｎ
．
百
姓
は
位
牌
が
な
い
の
で
立
て
る
よ
う
に
し
、
振
る
舞
い
は
簡
素
に
す
る
こ
と
。

田
．
「
先
祖
祭
」
は
一
一
・
八
月
の
紙
焼
、
七
月
一
三
～
一
五
日
の
「
迎
聖
霊
」
（
盆
）
を
簡
素
に
す
る
こ
と
。

こ
の
ほ
か
、
ｕ
「
先
年
佐
渡
山
親
方
御
渡
海
御
仕
置
以
後
、
過
美
之
品
無
之
、
島
中
潤
二
罷
成
」
、
巧
「
其
島
役

人
応
勤
方
、
御
扶
持
方
・
御
免
夫
・
供
夫
被
下
過
二
而
者
有
間
敷
哉
与
諸
役
人
被
致
懸
引
候
処
、
廻
合
二
致
上
国
候
殉

132



者
借
米
を
以
漸
相
調
、
勿
論
離
島
役
人
之
儀
者
家
内
相
離
暖
中
江
相
詰
申
儀
二
候
間
、
佐
渡
山
親
方
御
仕
置
之
通
被
下

度
由
候
」
、
肥
．
「
佐
渡
山
親
方
御
渡
海
之
殉
、
耕
作
方
可
入
念
旨
被
仰
付
置
候
」
、
Ⅳ
．
「
仕
上
せ
之
時
分
、
頭
壱
人
相

賦
当
座
二
可
致
下
知
通
、
佐
渡
山
親
方
御
仕
置
有
之
候
」
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
（
参
遣
状
抜
書
〔
上
〕
Ⅲ
二
七
、
一
一
一
七

Ⅱ
四
○
、
四
八
’
七
Ⅱ
六
四
、
四
七
’
一
一
一
一
）
。
ま
た
、
喝
「
石
垣
四
ケ
村
之
儀
前
条
之
通
諸
事
御
用
向
繁
多
在
之
、
殊

一
一
不
図
之
御
急
用
則
々
相
弁
候
故
、
余
村
二
相
並
不
申
、
百
姓
疲
入
候
筋
を
以
、
康
煕
十
七
年
佐
渡
山
親
方
御
検
使
之

時
、
三
度
夫
被
仰
定
置
候
」
と
あ
り
、
こ
の
件
は
次
の
奥
武
親
雲
上
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
（
参
遣
状
抜
害
〔
下
〕

Ⅲ
一
七
四
）
。
さ
ら
に
皿
．
「
当
島
頭
以
下
目
差
迄
御
免
物
之
儀
、
康
煕
拾
七
年
故
恩
納
親
方
御
定
之
表
御
免
夫
出
物
之

分
」
、
別
．
「
与
那
国
島
難
海
一
一
而
時
々
往
通
難
成
候
付
、
御
札
改
毎
在
番
筆
者
・
頭
罷
渡
万
御
条
目
之
趣
可
申
渡
旨
、

故
恩
納
親
方
被
召
定
置
候
」
（
同
前
恥
一
二
八
、
翁
長
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
恥
一
二
六
）
な
ど
も
あ
る
。
な
お
８
．

の
詳
細
は
「
参
遣
状
抜
書
〔
上
〕
」
（
恥
四
二
に
み
え
て
い
る
。

こ
の
う
ち
４
．
は
「
与
世
山
規
模
帳
」
川
二
○
一
一
、
６
．
は
同
規
模
帳
恥
四
○
、
皿
・
は
同
規
模
帳
恥
一
一
○
四
に
直
接
関

連
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
の
内
容
も
与
世
山
以
降
の
規
模
帳
に
関
連
し
て
い
る
。

「
八
重
山
島
年
来
記
」
に
記
き
れ
た
恩
納
関
係
の
最
後
の
条
に
は
、
そ
の
仕
置
に
よ
っ
て
、

｜
、
右
之
外
段
々
之
御
仕
置
、
万
反
諸
例
引
直
、
風
俗
宜
敷
成
、
当
日
迄
其
御
仕
置
相
守
申
候

と
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
置
を
し
て
あ
ら
ゆ
る
事
例
を
考
え
直
し
、
「
風
俗
」
を
よ
ろ
し
く
し
た
と
い
う
。
「
与
世
山
規

模
帳
」
奥
書
で
は
宮
古
と
の
対
比
を
い
っ
て
い
て
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
「
翁
長
規
模
帳
」
奥
書
に
は
、
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恩
納
の
仕
置
に
つ
い
て
は
、
「
①
行
政
制
度
の
手
直
し
、
②
役
人
の
執
務
規
定
、
③
生
産
の
向
上
策
、
④
固
有
祭
祀
の

合
理
化
な
ど
島
政
改
革
の
基
本
全
般
に
わ
た
っ
て
お
り
、
両
先
島
の
近
世
的
な
再
編
成
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
向
象
賢
の
摂
政
期
（
’
六
六
六
～
七
三
）
に
『
羽
地
仕
置
』
の
形
で
布
達
さ
れ
た
政

治
路
線
を
両
先
島
に
適
用
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
恩
納
の
示
達
し
た
路
線
は
そ
の
後
の
両
先
島
統
治
の
骨

格
を
な
し
た
」
と
整
理
さ
れ
る
（
高
良
一
九
八
三
）
。

た
だ
し
、
恩
納
の
仕
置
は
、
康
煕
四
一
年
（
一
七
○
二
）
「
八
重
山
島
百
姓
中
江
諸
事
申
渡
候
条
書
」
（
参
遣
状
）
に

み
え
る
よ
う
に
、
十
分
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
ら
た
な
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
（
豊
見
山
二
○
○
四
》

…
八
重
山
島
之
儀
、
御
検
使
被
差
渡
程
久
敷
相
成
、
風
俗
悪
敷
、
人
居
茂
格
別
相
減
、
百
姓
等
産
業
相
怠
、
年
貢
・

上
納
物
調
兼
、
最
早
及
極
労
候
由
被
聞
召
通
御
検
使
被
差
渡
、
万
端
細
密
相
糺
候
処
、
｜
体
之
風
俗
百
姓
等
取
扱

向
其
外
段
々
不
□
（
宜
）
儀
共
有
之
、
跡
々
規
模
帳
又
者
諸
締
向
之
条
々
損
益
を
以
、
右
条
数
之
通
取
締
申
渡
、

其
外
向
々
公
事
帳
之
儀
茂
致
損
益
相
渡
候
問
、
柳
無
緩
疎
厳
重
相
守
候
様
堅
被
仰
付
度
奉
存
候

と
あ
り
（
翁
長
規
模
帳
恥
四
一
八
）
、
恩
納
規
模
帳
と
同
様
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

恩
納
規
模
帳
は
、
八
重
山
だ
け
で
な
く
宮
古
で
も
想
定
で
き
る
。
「
琉
球
国
由
来
記
」
（
一
一
○
’
三
五
）
宮
古
の
「
神

遊
」
で
あ
る
「
フ
セ
ラ
イ
ノ
祭
礼
」
を
、
「
康
煕
十
六
丁
已
年
、
毛
氏
恩
納
親
方
安
治
、
仕
置
二
渡
海
ノ
時
、
右
ノ
神

遊
、
慰
之
様
二
仕
付
、
無
実
儀
正
体
、
致
慰
戯
、
大
粧
失
墜
、
民
ノ
疲
労
二
成
り
不
可
然
ト
テ
、
禁
制
被
申
付
タ
ル
ト

ナ
リ
」
と
あ
る
。
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一
五
九
・
一
六
二
頁
）
。

な
お
恩
納
は
、
毛
姓
五
世
池
城
親
方
安
成
の
二
子
で
、
佐
渡
山
親
方
を
称
し
た
（
氏
集
二
一
一
一
一
一
頁
）
。
康
煕
’
’
一
年

（
一
六
七
三
）
恩
納
間
切
の
創
設
と
と
も
に
同
問
切
の
地
頭
と
な
り
、
恩
納
を
称
す
る
（
球
陽
恥
四
六
六
）
。
八
重
山
派

遣
の
の
ち
、
康
煕
’
一
一
年
江
戸
立
の
附
役
を
務
め
（
横
山
一
九
八
七
率
四
七
八
頁
）
、
康
煕
一
一
七
年
か
ら
同
三
一
一
年
ま
で

三
司
官
を
務
め
て
い
る
（
真
境
名
一
九
九
一
一
一
》
歴
代
三
司
官
一
覧
）
。

恩
納
の
次
の
奥
武
親
雲
上
に
つ
い
て
は
、
「
八
重
山
島
年
来
記
」
康
煕
五
○
年
（
一
七
一
一
）
条
（
恥
五
二
四
）
に
、

「
諸
事
御
為
方
為
試
、
五
月
廿
八
日
奥
武
親
雲
上
・
饒
平
名
筑
登
之
親
雲
上
御
下
り
、
且
又
新
規
模
帳
御
持
下
、

右
表
を
以
上
納
入
二
度
夫
相
懸
候
事

と
あ
り
、
奥
武
親
雲
上
は
、
こ
の
年
に
新
規
模
帳
を
持
ち
下
っ
た
以
前
に
も
八
重
山
島
に
赴
任
し
て
お
り
、
新
規
模
帳

に
は
奥
武
の
視
察
結
果
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
（
得
能
一
九
九
八
二
一
一
～
二
六
頁
）
。
そ
し
て
、

新
規
模
帳
と
い
う
か
ぎ
り
は
「
旧
規
模
帳
」
の
存
在
も
証
明
し
て
お
り
、
そ
れ
が
恩
納
規
模
帳
と
考
え
ら
れ
る
（
崎
山

二
○
一
○
ｍ
五
二
頁
）
。

奥
武
規
模
帳
の
内
容
は
、
先
の
康
煕
四
一
年
「
八
重
山
島
百
姓
中
江
諸
事
申
渡
候
条
書
」
な
ど
も
含
ん
だ
も
の
だ
と

思
わ
れ
、
そ
の
仕
置
に
つ
い
て
は
、
「
八
重
山
島
之
儀
、
往
年
佐
渡
山
親
雲
上
・
奥
武
親
雲
上
御
渡
海
被
成
、
所
中
万
事

之
支
配
方
規
模
御
定
被
成
置
候
」
と
（
参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
恥
一
二
九
）
、
乾
隆
一
五
年
（
一
七
五
○
）
に
な
っ
て
も
佐

渡
山
（
恩
納
）
と
と
も
に
一
定
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
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野
村
里
之
子
親
雲
上
は
、
乾
隆
一
一
一
一
年
（
一
七
四
八
）
七
月
一
○
日
に
八
重
山
に
下
着
し
、
同
一
五
年
五
月
二
○
日

に
八
重
山
を
出
航
、
同
月
二
七
日
に
那
覇
に
帰
っ
て
い
る
。
在
任
中
、
乾
隆
一
四
年
に
は
、

『
当
島
諸
蔵
諸
座
諸
帳
、
諸
例
相
調
部
、
不
宜
品
現
例
を
以
相
例
、
帳
格
引
直
、
公
事
帳
、
此
節
合
始
ル

附
、
御
国
元
諸
蔵
諸
座
諸
例
帳
弐
十
冊
余
写
下
り
、
是
本
ニ
シ
テ
当
島
帳
格
引
直

と
、
八
重
山
の
各
役
所
の
帳
冊
を
検
討
し
て
、
よ
ろ
し
く
な
い
も
の
は
現
状
の
例
に
改
正
し
た
。
さ
ら
に
、
帳
冊
の
形

式
を
改
訂
し
て
公
事
帳
を
作
成
、
王
府
各
役
所
の
例
帳
二
○
冊
余
り
を
写
し
て
来
て
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
八
重
山
の

先
の
恩
納
（
佐
渡
山
）
規
模
帳
唱
は
、
恩
納
（
佐
渡
山
）
の
三
度
夫
制
定
に
続
い
て
、
「
然
処
同
五
十
卯
年
奥
武
親

雲
上
御
検
使
之
殉
二
者
、
五
度
遣
御
召
遣
一
節
模
合
畠
作
被
仰
付
置
候
」
と
あ
り
、
奥
武
に
よ
る
改
訂
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
伝
え
る
文
書
は
、
乾
隆
三
○
年
（
一
七
六
五
）
の
も
の
だ
が
、
恩
納
（
佐
渡
山
）
・
奥
武
の
「
両
御
検
使
之

御
仕
置
年
来
久
敷
相
成
、
至
爾
今
永
々
続
方
相
考
候
得
者
、
四
ケ
村
之
儀
佐
渡
山
親
方
御
仕
置
之
通
、
三
度
遣
被
仰
付

被
下
度
奉
願
候
」
と
、
八
重
山
の
役
人
た
ち
は
佐
渡
山
（
恩
納
）
規
模
帳
の
内
容
に
戻
そ
う
と
い
っ
て
い
る
（
参
遣
状

抜
書
〔
下
〕
恥
一
七
四
）
。
つ
ま
り
、
恩
納
（
佐
渡
山
）
・
奥
武
の
規
模
帳
に
は
継
続
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
次
に
み
る
よ

う
に
野
村
里
之
子
親
雲
上
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
右
の
条
項
で
は
そ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
な
い
。

第
二
節
野
村
里
之
子
親
雲
上
の
文
書
組
立
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も
の
の
形
式
を
整
え
た
（
八
重
山
島
年
来
記
恥
七
六
二
）
。
そ
し
て
、
同
一
五
年
「
諸
例
調
部
仕
廻
、
帳
相
調
、
野
村
里

之
子
親
雲
上
持
登
候
事
」
と
、
完
成
し
た
帳
冊
を
野
村
が
首
里
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
る
（
同
前
恥
七
六
六
）
。

野
村
以
前
の
実
態
は
未
詳
の
部
分
が
多
い
が
、
名
称
と
し
て
は
「
当
島
諸
蔵
諸
座
諸
帳
」
が
い
わ
れ
、
こ
れ
に
恩
納

（
佐
渡
山
）
・
奥
武
に
よ
る
初
期
規
模
帳
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
野
村
は
文
書
の
形
式
を
改
め
て
公
事
帳
を
、

さ
ら
に
王
府
の
例
帳
を
手
本
に
文
書
を
作
成
し
て
い
る
。

野
村
に
よ
る
初
期
規
模
帳
の
改
訂
は
、
先
述
の
恩
納
規
模
帳
四
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
例
が
あ
る
。
乾
隆
一
五
年

二
七
五
○
）
八
重
山
の
首
里
大
屋
子
・
与
人
ら
が
、
所
遣
夫
に
関
し
て
願
い
出
た
文
書
に
、

当
島
頭
以
下
目
差
迄
御
免
物
之
儀
、
康
煕
拾
七
午
年
故
恩
納
親
方
御
定
之
表
御
免
夫
出
物
之
分
ハ
、
年
貢
・
上
納

米
之
内
合
被
成
下
来
事
二
御
座
候
、
然
処
康
煕
三
拾
五
子
年
６
、
定
納
米
之
内
合
被
成
下
候
儀
被
御
召
留
…

と
あ
る
（
参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
川
一
一
一
八
）
。
恩
納
が
康
煕
一
七
年
（
一
六
七
八
）
に
定
め
た
の
ち
、
同
三
五
年
に
王
府

施
策
に
変
更
が
生
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
同
五
○
年
（
一
七
二
）
の
奥
武
規
模
帳
に
は
変
更
さ
れ
た

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
関
す
る
言
及
が
な
い
。
奥
武
規
模
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
よ
り
も
、
変
更
し
た
年
次
が
大
切
な
の
は
わ
か
る
が
、
の
ち
に
参
照
す
る
に
は
規
模
帳
の
方
が
便
利
だ
と
思
う
。
こ

の
こ
と
は
、
与
世
山
以
降
の
規
模
帳
に
し
て
も
、
そ
の
内
容
に
は
従
来
変
わ
ら
な
い
基
本
的
な
法
令
、
前
の
規
模
帳
か

ら
今
の
規
模
帳
ま
で
の
間
に
変
更
さ
れ
た
法
令
、
検
使
自
身
が
調
査
し
て
制
定
・
改
訂
し
た
法
令
な
ど
が
あ
り
、
後
日

参
照
す
る
に
は
そ
れ
ら
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
形
の
規
模
帳
が
便
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
規
模
帳
発
給
ま
で
の
変
更
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を
知
る
に
は
、
「
参
遣
状
」
な
ど
の
往
復
文
書
集
に
よ
る
し
か
な
く
、
こ
の
形
式
の
も
の
が
八
重
山
で
作
成
さ
れ
て
残
さ

れ
た
理
由
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

さ
て
乾
隆
一
五
年
の
文
書
の
奥
書
は
、
同
年
五
月
一
七
日
付
け
で
、
野
村
里
之
子
親
雲
上
ら
が
署
名
し
て
、
御
物
奉

行
所
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

右
御
免
物
之
儀
、
故
恩
納
親
方
御
定
被
置
候
節
者
、
頭
以
下
目
差
迄
御
免
物
三
百
六
拾
石
余
有
之
候
処
漸
々
相
減
、

到
今
二
者
弐
拾
六
石
余
二
罷
成
、
諸
事
不
自
由
之
段
見
及
申
候
間
、
右
供
夫
位
階
之
通
被
下
度
奉
存
候
、
左
様
被

仰
付
候
共
人
居
繁
栄
仕
、
其
上
諸
事
締
方
申
渡
候
付
而
者
、
自
分
６
者
年
増
三
度
夫
残
多
ク
罷
成
積
二
御
座
候
間
、

何
そ
百
姓
等
痛
二
者
御
座
有
問
敷
奉
存
候
…

附
、
御
免
物
取
立
帳
弐
冊
為
御
覧
差
上
申
候

と
い
う
も
の
で
（
参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
恥
一
二
八
）
、
恩
納
の
規
定
を
改
訂
す
る
と
と
も
に
、
「
御
免
物
取
立
帳
」
も
作

成
し
て
い
て
、
野
村
は
帰
任
の
た
め
に
八
重
山
を
出
航
す
る
三
日
前
に
こ
の
文
書
に
署
名
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
乾
隆
一
五
年
五
月
の
野
村
を
は
じ
め
在
番
筆
者
・
頭
が
署
名
し
た
文
書
に
は
、

八
重
山
島
之
儀
、
往
年
佐
渡
山
親
雲
上
・
奥
武
親
雲
上
御
渡
海
被
成
、
所
中
万
事
之
支
配
方
規
模
御
定
被
成
置
候

中
之
支
配
方
相
行
、

去
年
奉
訟
置
候
通
、

処
、
最
早
程
久
罷
成
、
爾
今
難
相
守
事
多
ク
出
来
申
候
、
依
之
到
頃
年
者
在
番
・
頭
役
致
代
合
、

諸
座
御
蔵
規
模
帳
之
趣
本
立
仕
、
在
番
・
頭
以
下
役
々
之
勤
方
茂
、
百
姓
中
之
下
知
方
仮
公

之
儀
妊
候
付
評

［
呂
推
儀
候
体
見
及
候
付

各
了
簡
次
第
所

私
共
致
相
談
、
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条
之
通
島
中
出
米
致
減
少
百
姓
潤
二
罷
成
申
侯
、
在
番
・
頭
以
下
役
々
之
規
模
被
下
置
候
ハ
、
、
風
俗
引
改
百
姓

中
之
潤
猶
又
大
分
二
出
来
可
申
考
候

と
あ
る
（
参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
Ⅲ
’
二
九
）
。
恩
納
（
佐
渡
山
）
・
奥
武
に
よ
る
仕
置
を
評
価
し
つ
つ
も
、
そ
れ
か
ら
年

月
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
な
り
、
最
近
で
は
在
番
・
頭
が
交
代

（
６
）

す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
で
支
配
を
行
な
い
、
規
則
が
一
定
で
な
く
百
姓
が
難
儀
し
て
い
る
の
で
、
野
村
ら
が
「
諸
座

御
蔵
規
模
帳
」
を
作
成
し
、
在
番
・
頭
以
下
の
役
人
ら
の
勤
務
や
百
姓
へ
の
支
配
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
（
仮
）
公
事

帳
」
を
作
成
し
た
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
遠
海
」
に
あ
る
八
重
山
の
統
治
は
難
し
く
、
ふ
た
た
び
風
俗
が
乱
れ
、

百
姓
が
難
儀
し
て
き
た
の
で
、
「
去
卯
年
」
（
一
七
四
七
）
以
来
、
改
め
て
「
締
方
」
を
申
し
付
け
、
百
姓
の
生
活
は
良

く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
う
え
さ
ら
に
王
府
か
ら
「
在
番
・
頭
以
下
役
々
之
規
模
」
を
下
さ
れ
れ
ば
、

百
姓
の
生
活
は
さ
ら
に
よ
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
。

野
村
が
作
成
し
た
規
模
帳
は
「
諸
座
御
蔵
規
模
帳
」
で
あ
り
、
役
人
ら
の
勤
務
や
百
姓
支
配
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も

の
は
「
（
仮
）
公
事
帳
」
と
い
っ
て
い
る
。
「
諸
座
御
蔵
規
模
帳
」
は
「
諸
役
所
の
規
模
帳
」
と
い
う
意
味
で
、
別
の
と

こ
ろ
で
、
「
先
年
故
恩
納
親
方
・
奥
武
親
雲
上
御
遣
被
成
、
所
中
万
事
之
支
配
方
規
模
帳
被
相
定
置
候
…
野
村
里
之
子

親
雲
上
在
番
之
時
、
右
規
模
帳
本
ニ
シ
テ
相
調
部
洩
候
品
数
相
補
、
座
々
組
分
規
模
帳
井
例
帳
・
公
事
帳
共
拾
弐
冊
相

事
帳
組
立
、
心
之
及
相
働
候
付
、
漸
々
風
俗
宜
様
相
成
候
得
共
規
模
帳
不
被
下
置
候
得
ハ
、
遠
海
之
所
二
而
別
而

Ｉ

不
締
之
儀
有
之
、
島
中
之
風
俗
難
引
改
、
百
姓
又
以
可
及
難
儀
見
及
申
候
、
尤
去
卯
年
以
来
締
方
申
渡
候
付
、
左
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規
模
帳
に
つ
い
て
は
、
近
世
琉
球
王
国
の
規
模
帳
は
王
府
諸
座
関
係
の
も
の
と
諸
問
切
諸
島
関
係
の
二
種
に
分
か
れ

て
お
り
（
梅
木
二
○
’
’
二
七
五
頁
）
、
こ
こ
で
の
規
模
帳
は
表
題
か
ら
は
王
府
諸
座
関
係
規
模
帳
を
ま
ね
た
諸
島
諸

座
関
係
規
模
帳
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

公
事
帳
は
「
首
里
壬
府
が
、
各
行
政
機
関
の
職
掌
に
応
じ
て
、
公
務
案
件
の
遂
行
、
執
務
上
の
規
定
と
し
て
、
布
達

し
た
文
書
で
あ
る
。
内
容
は
、
各
役
所
の
役
人
の
心
が
ま
え
が
、
よ
り
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
」
、
例
帳
は
「
首
里

王
府
を
は
じ
め
、
各
間
切
蔵
元
等
に
完
備
さ
れ
た
、
例
規
集
の
こ
と
で
あ
る
。
『
公
事
帳
』
が
、
法
令
例
規
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
例
帳
』
は
、
『
公
事
帳
』
を
受
け
、
よ
り
具
体
的
に
、
数
量
的
な
例
規
を
集
録
し
た
も
の
で

あ
る
」
、
そ
し
て
、
「
両
者
は
、
一
対
を
な
す
」
と
説
明
さ
れ
る
（
當
間
一
九
九
戸
九
頁
）
。

野
村
が
作
成
に
か
か
わ
っ
た
八
重
山
島
の
公
事
帳
の
う
ち
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
蔵
元
公
事
帳
」
「
船
手

座
公
事
帳
」
「
御
用
布
座
公
事
帳
」
「
勘
定
座
公
事
帳
」
で
あ
る
。
野
村
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
た
と

な
い
｡

調
差
登
候
」
と
あ
り
、
野
村
が
恩
納
・
奥
武
の
規
模
帳
を
も
と
に
増
補
し
て
、
「
座
々
組
分
規
模
帳
井
例
帳
・
公
事
帳
」

つ
ま
り
「
役
所
ご
と
の
規
模
帳
・
例
帳
・
公
事
帳
」
を
作
成
し
た
と
い
う
の
は
、
同
じ
内
容
を
い
っ
て
い
る
（
参
遣
状

抜
書
〔
下
〕
恥
一
五
九
）
。

八
重
山
・
宮
古
の
先
島
へ
の
検
使
が
か
か
わ
っ
た
王
府
布
達
文
書
は
、
こ
れ
以
降
、
規
模
帳
・
公
事
帳
・
例
帳
と
な

る
の
だ
が
、
与
世
山
以
降
の
理
解
で
は
公
事
帳
・
例
帳
は
各
役
所
単
位
で
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
規
模
帳
は
そ
う
で
は
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参
照
。

野
村
が
八
重
山
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
作
成
し
、
王
府
に
持
ち
帰
っ
た
規
模
帳
・
公
事
帳
に
つ
い
て
、
同
じ
乾
隆
一
五

年
二
七
五
○
）
五
月
に
八
重
山
の
首
里
大
屋
子
・
与
人
・
目
差
ら
は
、

「
此
節
御
調
部
被
成
候
規
模
帳
・
公
事
帳
表
相
行
候
ハ
、
、
向
後
公
事
無
支
、
御
奉
公
人
之
為
、
又
百
姓
中
為
二

え
ば
「
富
川
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
に
「
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
之
儀
、
野
村
親
雲
上
在
番
詰
之
時
組
立
、
乾

隆
三
拾
三
子
年
与
世
山
親
方
、
成
豊
七
已
年
翁
長
親
方
各
御
検
使
之
時
致
損
益
置
候
」
と
あ
り
、
最
後
に
富
川
が
「
損

益
」
を
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
公
事
帳
は
す
べ
て
役
所
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
を
、
野
村
↓
与
世
山
↓
翁
長
↓
富
川

と
損
益
を
重
ね
な
が
ら
継
承
し
て
い
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
八
重
山
の
例
帳
で
も
同
様
の
組
立
・
損
益
を
述
べ
て
お
り
、

「
船
手
座
例
帳
」
「
所
遣
座
例
帳
」
「
仕
上
世
座
例
帳
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
久
米
島
の
「
久
米
仲
里
間
切
公
事
帳
」
は
、
雍
正
一
一
一
一
年
（
一
七
三
五
）
と
道
光
一
一
年
（
’
八
一
一
一
一
）
の

も
の
が
あ
る
が
、
前
者
は
奥
書
に
「
諸
間
切
諸
島
ざ
は
く
り
公
事
帳
」
と
あ
る
。
問
切
公
事
帳
の
成
立
は
、
上
納
物

を
扱
っ
て
い
た
代
官
が
廃
さ
れ
て
、
雍
正
六
年
（
一
七
二
八
）
に
取
納
奉
行
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
同

一
三
年
に
な
さ
れ
た
（
田
里
一
九
八
七
二
一
○
～
一
一
一
頁
）
。
「
久
米
仲
里
間
切
公
事
帳
」
を
は
じ
め
、
沖
縄
本
島
お
よ

び
周
辺
離
島
の
も
の
は
、
間
切
番
所
と
各
役
所
の
条
項
に
わ
け
て
記
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
解
す
れ
ば
役

所
単
位
の
「
公
事
帳
」
に
な
る
。
久
米
島
お
よ
び
沖
縄
本
島
の
間
切
公
事
帳
に
つ
い
て
は
［
梅
木
二
○
一
一
］
［
田
里

一
九
八
五
・
’
九
八
六
二
九
八
七
］
［
森
田
一
九
九
五
］
、
ま
た
久
米
島
の
「
公
義
帳
」
に
つ
い
て
［
菊
山
一
九
七
七
］
を

（
（
１
）
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（
８
）

野
村
規
模
帳
に
つ
い
て
、
乾
隆
一
一
一
一
一
一
年
（
一
七
六
八
）
「
八
重
山
島
諸
座
御
規
模
帳
」
（
以
下
、
「
諸
座
御
規
模
帳
」
）
の

奥
書
に
記
さ
れ
た
同
帳
の
成
立
経
緯
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

右
八
重
山
島
之
儀
規
模
帳
無
之
差
支
候
付
、
前
々
６
被
仰
渡
置
候
御
手
形
本
に
し
て
野
村
親
雲
上
在
番
詰
之
時
組

立
奉
得
御
差
図
、
其
通
取
行
候
処
、
爾
今
相
替
候
事
共
有
之
、
此
節
諸
事
被
仰
渡
置
候
趣
を
以
損
益
仕
差
上
申
候

以
後
、
誤
写
が
あ
る
が
、
こ
の
「
諸
座
御
規
模
帳
」
は
野
村
規
模
帳
を
も
と
に
し
て
王
府
派
遣
の
在
番
平
良
親
雲
上

ら
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
同
内
容
の
「
公
事
帳
（
規
模
帳
）
」
に
よ
れ
ば
、
平
良
親
雲
上
ら
が
上
申
し
て
、
与

世
山
親
方
が
国
王
に
披
露
し
て
「
御
印
」
を
受
け
て
、
八
重
山
に
公
布
し
た
も
の
と
い
っ
て
お
り
、
「
諸
座
御
規
模
帳
」

お
よ
び
「
公
事
帳
（
規
模
帳
）
」
を
こ
こ
で
は
平
良
規
模
帳
と
仮
称
す
る
。
な
お
、
こ
の
規
模
帳
が
公
布
さ
れ
た
乾
隆

一
一
一
三
年
は
、
や
や
複
雑
な
の
だ
が
、
平
良
規
模
帳
を
取
り
次
い
だ
与
世
山
親
方
の
「
与
世
山
規
模
帳
」
が
ま
と
め
ら
れ

茂
可
相
成
奉
存
候

と
、
こ
れ
が
王
府
に
認
め
ら
れ
て
実
行
さ
れ
れ
ば
、
今
後
は
公
務
に
差
し
支
え
が
な
く
な
り
、
士
・
百
姓
の
た
め
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
（
参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
川
一
三
○
）
。
そ
し
て
、
同
一
九
年
王
府
は
、
「
規
模
帳
井
例
帳
・
公
事
帳
共

拾
弐
冊
」
あ
る
い
は
「
規
模
帳
・
公
事
帳
共
拾
弐
さ
つ
」
を
八
重
山
に
布
達
し
た
（
参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
恥
一
五
九
）
。

第
三
節
野
村
規
模
帳
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そ
う
す
る
と
、
野
村
規
模
帳
ａ
は
恩
納
・
奥
武
の
も
の
を
手
本
に
し
て
作
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
（
参
遣
状

抜
書
〔
下
〕
川
一
五
九
）
、
恩
納
・
奥
武
↓
野
村
↓
平
良
と
い
う
系
譜
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
野
村
規
模
帳
ａ

（
諸
座
御
蔵
規
模
帳
）
と
平
良
規
模
帳
（
諸
座
御
規
模
帳
）
は
同
じ
表
題
で
あ
り
、
確
認
で
き
る
後
者
の
内
容
は
。
諸

座
御
規
模
帳
』
と
あ
る
が
、
御
用
布
座
な
ど
蔵
元
の
各
部
署
（
座
）
の
規
定
で
は
な
く
、
諸
政
全
般
の
規
定
と
な
っ
て

（
９
）

い
る
」
と
い
わ
れ
る
。
「
諸
座
御
規
模
帳
」
の
「
目
録
」
最
初
の
部
分
を
紹
介
す
る
と
、

一
一
、
高
井
年
貢
定
納
之
事

二
一
、
流
罪
人
上
納
米
之
事

て
八
重
山
に
下
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。

平
良
規
模
帳
の
奥
書
で
は
、
恩
納
・
奥
武
の
規
模
帳
に
つ
い
て
は
い
わ
れ
て
い
な
い
が
、
あ
る
い
は
「
前
々
６
被
仰

渡
置
候
御
手
形
」
で
、
個
別
の
案
件
に
対
す
る
王
府
の
文
書
布
達
と
と
も
に
、
恩
納
・
奥
武
の
文
書
を
い
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
文
一
一
一
一
口
で
は
、
初
め
て
野
村
が
壬
府
の
命
に
よ
っ
て
規
模
帳
を
組
み
立
て
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

内
容
は
与
世
山
・
翁
長
・
富
川
の
も
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
（
黒
島
一
九
九
七
“
七
三
頁
）
。

た
だ
野
村
規
模
帳
は
、
野
村
が
組
み
立
て
た
と
い
う
「
諸
座
御
蔵
規
模
帳
」
Ⅱ
「
座
々
組
分
『
規
模
帳
芒
と
、
そ
の

後
に
王
府
か
ら
布
達
さ
れ
る
べ
き
と
し
た
「
在
番
・
頭
以
下
役
々
之
規
模
（
帳
と
の
二
種
類
が
い
わ
れ
て
お
り
（
参
遣

状
抜
書
〔
下
〕
川
一
二
九
・
’
五
九
）
、
こ
こ
で
は
前
者
を
野
村
規
模
帳
ａ
、
後
者
を
野
村
規
模
帳
ｂ
と
し
て
議
論
し
て

し。

〈
◎
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三
一
、
右
同
出
入
之
時
平
等
所
御
御
届
方
之
事

四
一
、
夫
賃
米
井
御
用
物
調
料
穀
高
定
之
事

五
一
、
模
合
貯
穀
定
之
事

六
一
、
御
用
物
調
料
不
足
二
而
御
所
帯
御
物
差
足
候
時
二
付
届
之
事

七
一
、
夫
賃
米
引
合
方
之
事

八
一
、
上
納
石
運
賃
惣
様
所
江
被
仰
付
候
事

九
一
、
所
之
用
物
代
米
積
過
有
之
候
共
運
賃
無
二
被
仰
定
候
事

十
一
、
宮
古
島
地
船
作
事
料
付
届
方
之
事

で
、
最
後
は
「
六
十
一
、
諸
村
諸
方
江
船
路
往
来
定
之
事
」
で
あ
る
。
蔵
元
を
中
心
と
し
た
役
所
で
の
業
務
に
必
要

な
例
規
集
の
よ
う
な
内
容
で
、
「
諸
座
」
（
各
役
所
）
に
分
類
し
た
も
の
で
は
な
く
、
蔵
元
と
い
う
く
く
り
で
ま
と
め
ら

れ
た
「
王
府
諸
座
関
係
」
的
な
規
模
帳
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
与
世
山
以
降
の
公
事
帳
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
野
村
規
模
帳
ａ
だ
と
す
る
と
、
与
世
山
以
降
の
規
模
帳
と
は
企
画
や
編
集
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
。

「
諸
座
御
規
模
帳
」
の
後
半
に
「
五
一
一
、
諸
物
代
定
之
事
」
が
あ
り
、
「
公
事
帳
（
規
模
帳
）
」
で
は
こ
の
項
が
全

体
の
分
量
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
と
い
う
（
黒
島
一
九
九
七
》
七
四
頁
）
。
こ
れ
は
、
八
重
山
の
あ
ら
ゆ
る
産
物
の

（
川
）

「
代
」
、
つ
ま
り
人
頭
税
に
お
け
る
代
納
の
レ
ー
ト
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
独
立
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
史
料

に
、
「
八
重
山
島
諸
物
代
付
帳
」
（
以
下
、
「
諸
物
代
付
帳
」
）
が
あ
り
、
「
諸
座
御
規
模
帳
」
か
ら
は
「
諸
物
代
走
之
事
」
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四
六
一
、
御
用
布
紺
赤
染
二
而
織
候
節
重
代
定
之
事

四
七
一
、
御
用
布
染
入
目
定
之
事

四
九
一
、
馬
房
井
牛
皮
泡
（
泥
？
）
障
刀
皮
調
料
定
之
事

五
二
一
、
諸
物
遣
賃
定
之
事

六
十
一
、
諸
村
諸
方
江
船
路
往
来
定
之
事

が
「
諸
物
代
付
帳
」
に
移
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
諸
物
代
付
帳
」
は
、
奥
書
に
よ
る
と
野
村
が
在
番
在
勤
中
に
組
み
立
て
、
与
世
山
・
翁
長
・
富
川
の
損
益
に

よ
り
公
布
さ
れ
た
も
の
で
、
組
立
・
損
益
の
経
緯
は
公
事
帳
と
同
様
で
あ
る
。
与
世
山
は
「
諸
物
代
付
帳
」
を
損
益
し

て
公
布
し
て
お
り
、
同
時
に
そ
れ
を
含
む
「
諸
座
御
規
模
帳
」
の
公
布
も
認
め
て
い
て
矛
盾
す
る
よ
う
な
の
だ
が
、
先

述
し
た
よ
う
に
そ
も
そ
も
「
諸
座
御
規
模
帳
」
Ⅱ
「
公
事
帳
（
規
模
帳
と
Ⅱ
平
良
規
模
帳
は
、
検
使
の
取
次
と
い
う
こ

と
か
ら
も
公
布
ま
で
の
経
緯
が
与
世
山
以
降
の
規
模
帳
な
ど
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
平
良
規
模
帳
は
、
野
村
規
模
帳
ａ

ｂ
と
「
与
世
山
規
模
帳
」
の
隙
間
に
存
在
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
野
村
規
模
帳
ａ
と
「
諸
座
御
規
模
帳
」
「
公
事
帳
（
規
模
帳
と
Ⅱ
平
良
規
模
帳
の
一
部
を
も
っ
て
「
諸
物

代
付
帳
」
が
成
立
し
た
と
し
て
ｌ
そ
れ
を
野
村
組
立
文
書
と
い
っ
て
い
る
点
に
問
題
が
残
る
が
ｌ
、
で
は
残
余
の
部
分

は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

の
ほ
か
に
、

145近世八重山への王府布達文書「規模帳」「公事帳」の成立過程



「
諸
座
御
規
模
帳
」
と
同
じ
宮
良
殿
内
文
庫
に
「
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
が
あ
る
。
組
立
・
損
益
は
野
村
↓
与
世
山

↓
翁
長
で
、
成
豊
七
年
二
八
五
七
）
「
翁
長
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
で
あ
る
。
そ
の
後
の
、
富
川
親
方
に
よ
る

損
益
に
よ
る
「
富
川
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
は
別
に
存
在
す
る
。

宮
良
殿
内
「
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
は
、
現
状
で
は
同
史
料
を
覆
う
よ
う
に
前
後
に
別
の
表
紙
が
あ
り
、
と
も
に

別
の
表
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。

表
紙
「
乾
隆
三
十
四
年
乙
丑
各
村
江
御
渡
／
相
成
候
事
／
八
重
山
島
諸
座
御
規
模
帳
」

内
題
「
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
／
松
茂
氏
／
當
宗
」
（
同
文
異
筆
で
二
つ
あ
る
）

本
文
（
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
の
内
容
）

裏
表
紙
「
八
重
山
島
諸
座
御
規
模
帳
」

そ
し
て
、
裏
表
紙
の
丁
の
オ
モ
テ
（
五
三
頁
）
に
、

此
之
一
冊
元
御
規
模
之
由
二
而
候
処
、
是
迄
御
改
替
度
々
相
成
用
捨
二
候
得
共
、
御
規
模
之
旧
本
二
而
以
後
之
見

合
二
も
可
相
成
与
、
崎
山
与
人
之
時
貰
取
候
事
／
松
茂
氏
小
浜
与
人
／
石
垣
當
意

と
あ
る
。
こ
の
一
文
は
「
諸
座
御
規
模
帳
」
の
デ
ー
タ
だ
と
考
え
て
よ
く
、
こ
の
一
冊
は
も
と
の
規
模
帳
で
、
こ
れ
ま

で
た
び
た
び
改
編
さ
れ
て
、
内
容
の
取
捨
選
択
（
損
益
）
が
あ
っ
た
が
、
規
模
帳
の
旧
本
を
今
後
も
参
照
す
る
こ
と
も

あ
る
か
と
、
崎
山
与
人
の
と
き
に
貰
い
受
け
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
は
先
に
紹
介
し
た
「
諸
座
御
規
模
帳
」
は

平
良
親
雲
上
ら
か
ら
西
表
島
の
「
崎
山
村
／
役
人
中
」
に
下
さ
れ
た
も
の
で
、
宮
良
殿
内
が
所
蔵
す
る
経
緯
と
も
適
合
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壬
府
布
達
文
書
の
特
徴
は
、
た
と
え
ば
「
与
世
山
規
模
帳
」
の
の
ち
「
翁
長
規
模
帳
」
が
公
布
さ
れ
る
と
、
「
与
世
山

規
模
帳
」
じ
た
い
は
保
存
す
る
必
要
が
な
く
な
る
、
つ
ま
り
、
「
翁
長
規
模
帳
」
に
は
そ
れ
以
降
に
遵
守
す
べ
き
す
べ
て

の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
禁
止
事
項
は
ど
の
規
模
帳
に
も
常
に
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
引
き
続
き
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
条
項
が
な
く
な
ら
な

い
と
い
う
だ
け
で
、
必
ず
し
も
禁
止
事
項
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。

先
の
一
文
は
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
規
模
帳
を
、
何
か
の
際
に
前
例
を
確
認
す
る
こ
と
を
考
え
て
、
貰
い
受
け
て
き

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
諸
座
御
規
模
帳
」
は
、
平
良
以
降
の
損
益
版
が
公
布
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
（
文
書
が
確

認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
）
、
一
部
が
「
諸
物
代
付
帳
」
と
な
り
、
残
余
の
条
項
が
、
与
世
山
以
後
の
規
模
帳
や
公
事
帳
に

引
き
取
ら
れ
て
分
散
し
、
格
護
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
野
村
規
模
帳
ａ
を
中
心
に
す
る
と
、
恩
納
（
佐
渡
山
）
・
奥
武
の
規
模
帳
か
ら
野
村
規
模
帳
ａ
へ
の
連
続
性
は

一
部
で
否
定
的
で
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
継
続
し
て
い
る
と
み
て
よ
く
、
野
村
規
模
帳
ａ
は
平
良
規
模
帳
に
継
承
さ

れ
た
。
平
良
規
模
帳
は
一
部
が
「
諸
物
代
付
帳
」
と
な
り
、
残
余
は
そ
の
他
の
規
模
帳
・
公
事
帳
に
分
散
し
、
以
後
、

野
村
規
模
帳
ａ
・
平
良
規
模
帳
の
形
式
・
内
容
の
文
書
は
な
く
な
っ
た
。

し
て
い
る
。
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と
い
い
、
評
定
所
の
認
可
を
得
て
、
八
重
山
の
在
番
と
頭
に
給
し
て
い
る
（
与
世
山
規
模
帳
肋
二
一
一
五
）
。
ま
ず
、
宮
古

が
前
の
検
使
の
派
遣
を
受
け
て
年
月
が
経
過
し
て
、
風
俗
が
変
わ
り
百
姓
が
農
業
を
怠
っ
て
年
貢
・
上
納
が
準
備
で
き

ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
生
活
が
続
か
な
く
な
る
と
し
て
、
王
府
に
検
使
の
派
遣
を
求
め
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
与
世
山
親
方

残
さ
れ
た
野
村
規
模
帳
ｂ
、
つ
ま
り
乾
隆
一
五
年
五
月
に
「
在
番
・
頭
以
下
役
々
之
規
模
（
帳
）
」
と
い
わ
れ
、
王
府

か
ら
の
布
達
が
求
め
ら
れ
た
規
模
帳
は
（
参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
恥
一
二
九
）
、
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
八

年
後
に
布
達
さ
れ
た
「
与
世
山
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
」
か
ら
、
そ
れ
を
探
っ
て
み
た
い
。

「
与
世
山
規
模
帳
」
の
作
成
意
図
や
成
立
過
程
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
み
た
公
事
帳
・
例
帳

と
同
じ
よ
う
に
、
奥
書
の
部
分
を
み
て
み
よ
う
。

右
従
前
々
難
被
仰
渡
置
候
、
宮
古
島
之
儀
御
検
使
被
差
渡
程
久
敷
相
成
、
風
俗
相
変
百
姓
農
業
相
怠
り
年
貢
上
納

も
調
兼
、
当
分
之
様
子
二
而
ハ
先
々
取
続
候
儀
不
罷
成
体
二
相
及
候
二
付
、
御
検
使
被
差
渡
改
方
被
仰
付
度
旨
願

出
有
之
、
八
重
山
島
江
ハ
右
之
訟
出
無
之
候
得
共
、
大
概
宮
古
島
同
篇
及
衰
微
候
段
相
聞
得
候
付
、
八
重
山
し
ま

第
四
節
与
世
山
以
降
の
規
模
帳

候
、
以
上

諸
事
動
方
之
次
第
委
細
此
中
取
行
来
候
公
事
帳
損
益
を
以
相
渡
候
間
、
卿
無
緩
疎
相
守
候
様
堅
ク
被
仰
付
可
被
下

江
茂
被
差
渡
候
間
、
厳
密
相
糺
候
様
被
仰
付
、
不
宜
儀
ハ
相
改
、
右
通
条
書
を
以
申
渡
候
、
且
又
在
番
・
頭
以
下

148



宮
古
島
規
模
帳
」
で
も
同
様
に
い
っ
て
い
る
（
二
九
頁
）
。

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
在
番
・
頭
以
下
諸
事
勤
方
之
次
第
委
細
此
中
取
行
来
候
公
事
帳
損
益
を
以
相
渡

候
」
の
部
分
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
与
世
山
規
模
帳
」
の
内
容
と
編
纂
方
針
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
前
半

で
い
っ
て
い
る
内
容
「
在
番
・
頭
以
下
諸
事
勤
方
之
次
第
」
は
、
乾
隆
一
五
年
二
七
五
○
）
五
月
に
野
村
が
王
府
に

求
め
た
「
在
番
・
頭
以
下
役
々
之
規
模
（
帳
と
Ⅱ
野
村
規
模
帳
ｂ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
与
世
山
規
模
帳
」
は

野
村
が
求
め
た
規
模
帳
ｂ
を
一
八
年
後
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
与
世
山
が
参
考
に
し
た
の
は
、
後
半
に
い
う
「
此
中
取
行
来
候
公
事
帳
」
、
つ
ま
り
野
村
が
組
み
立
て
た
公
事

帳
で
あ
り
、
そ
れ
を
損
益
し
て
編
集
し
た
の
が
「
与
世
山
規
模
帳
」
な
の
で
あ
る
。
以
後
、
翁
長
・
富
川
と
続
い
て
八

重
山
へ
布
達
さ
れ
る
規
模
帳
は
、
こ
の
規
模
帳
の
編
纂
方
針
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
。

前
述
し
た
「
与
世
山
親
方
宮
古
島
規
模
帳
」
奥
書
も
、
「
在
番
・
頭
以
下
諸
事
勤
方
之
次
第
委
細
此
中
取
行
来
候
公
事

帳
損
益
を
以
相
渡
候
」
は
ま
っ
た
く
同
文
で
、
公
事
帳
な
ど
は
八
重
山
と
同
じ
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

宮
古
の
公
事
帳
（
お
よ
び
例
帳
）
に
つ
い
て
は
、
乾
隆
二
一
一
一
年
（
一
七
五
八
）
か
ら
同
一
一
五
年
ま
で
宮
古
島
在
番
で

あ
っ
た
志
喜
屋
親
雲
上
が
組
み
立
て
た
と
あ
り
、
そ
の
後
、
与
世
山
↓
翁
長
↓
富
川
と
損
益
が
行
な
わ
れ
て
お
り
（
富

川
親
方
宮
古
島
仕
上
世
座
公
事
帳
、
富
川
親
方
宮
古
島
諸
村
公
事
帳
、
富
川
親
方
宮
古
島
仕
上
世
座
例
帳
、
宮
古
島
科

（
、
）

人
公
事
帳
）
、
与
世
山
の
時
に
は
八
重
山
島
と
同
様
な
状
態
で
あ
っ
た
。

乾
隆
二
五
年
志
喜
屋
親
雲
上
へ
の
褒
美
（
取
成
）
状
は
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
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通
規
模
二
相
成
候
仕
置
段
々
相
調
部
抜
群
之
働
二
御
座
候
間
、
為
御
褒
美
右
通
被
成
下
度
奉
存
候
事

辰
九
月
廿
八
日

文
中
の
「
万
締
方
公
事
帳
」
は
、
在
番
の
志
喜
屋
親
雲
上
と
そ
の
在
番
筆
者
（
二
名
）
、
地
元
の
頭
（
一
一
一
名
）
の
計
六

名
が
検
討
し
て
、
百
姓
の
疲
弊
対
策
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
別
に
腰
書
き
に
五
名
の
名
と
褒
賞
内
容
を
記
し
た
文

之
節
可
差
出
旨
申
渡
置
候
処
、
拾
五
冊
一
一
相
調
今
般
持
登
候
間
、
御
物
奉
行
江
相
調
部
さ
せ
此
節
可
差
遣
候
件
之

宮
古
島
公
事
帳
井
例
帳
、
諸
雑
物
代
付
帳
無
之
差
支
候
付
、
先
在
番
故
当
間
親
雲
上
江
調
方
申
渡
、
佐
久
本
親
雲

上
次
請
取
相
調
部
、
去
丑
年
差
出
候
処
段
々
損
益
相
見
へ
候
付
、
志
喜
屋
親
雲
上
二
而
現
当
相
行
損
益
相
糺
帰
帆

人
江
申
渡
候
処
、
別
紙
条
書
を
以
申
出
候
付
、
在
番
井
筆
者
、
頭
熟
談
之
上
役
々
御
定
外
夫
相
付
、
其
上
旅
立
家

作
時
々
用
事
之
節
茂
細
工
人
迄
無
賃
米
二
而
召
仕
候
儀
、
其
外
無
理
之
課
役
等
致
禁
止
候
付
、
百
姓
小
役
過
半
相

減
、
左
候
而
在
番
方
井
役
々
江
者
詔
之
上
八
重
山
島
丼
所
望
夫
高
相
究
、
且
在
番
以
下
役
々
払
物
之
儀
蔵
方
支
配

又
者
相
対
二
而
売
渡
代
米
首
尾
方
蔵
方
６
上
納
米
同
前
致
取
納
候
儀
共
差
留
、
右
外
二
茂
万
締
方
公
事
帳
一
一
書
載

堅
申
渡
置
候
間
、
役
々
其
守
達
有
之
職
事
入
念
相
励
候
ハ
、
漸
々
百
姓
有
付
申
積
之
由
書
付
を
以
申
出
候
、
且
又

宮
古
島
在
番
／
志
喜
屋
親
雲
上

右
者
宮
古
島
之
儀
、
比
年
百
姓
疲
入
及
難
儀
候
間
、
随
分
致
下
知
、
近
年
中
百
姓
引
起
さ
せ
候
様
、
去
寅
年
在
番

志
喜
屋
親
雲
上
江
委
曲
申
渡
候
処
、
志
喜
屋
罷
渡
下
知
方
之
手
組
、
且
島
中
風
俗
相
糺
候
事
共
可
申
出
旨
、
頭
三

覚
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八
重
山
の
規
模
帳
は
、
初
期
の
恩
納
（
佐
渡
山
）
↓
奥
武
↓
野
村
規
模
帳
ａ
↓
平
良
と
い
う
「
諸
座
御
規
模
帳
」
系

統
は
な
く
な
り
、
野
村
規
模
帳
ｂ
Ⅱ
「
与
世
山
規
模
帳
」
↓
「
翁
長
規
模
帳
」
↓
「
富
川
規
模
帳
」
が
近
世
後
期
に
お

け
る
八
重
山
の
規
模
帳
と
し
て
機
能
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
八
重
山
島
在
番
と
し
て
王
府
布
達
文
書
の
基
礎
を
築
い
た
野
村
（
里
之
子
）
親
雲
上
安
孝
と
、
宮
古
で
公

事
帳
な
ど
を
調
製
し
た
志
喜
屋
親
雲
上
安
屋
は
、
実
は
兄
弟
で
あ
っ
た
。
兄
弟
で
あ
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ

書
も
あ
る
（
平
良
一
九
八
七
率
四
～
五
頁
）
。

そ
し
て
、
前
の
在
番
で
あ
る
当
間
親
雲
上
が
調
査
し
佐
久
本
親
雲
上
が
調
え
た
「
宮
古
島
公
事
帳
井
例
帳
、
諸
雑
物
代

付
帳
」
を
、
志
喜
屋
親
雲
上
が
実
地
で
確
認
し
て
、
「
拾
五
冊
」
に
ま
と
め
て
王
府
へ
提
出
、
こ
れ
が
御
物
奉
行
の
審
査

を
経
て
、
宮
古
に
布
達
さ
れ
た
（
毛
姓
家
譜
支
流
卵
七
八
三
頁
）
。
当
間
↓
佐
久
本
の
下
準
備
を
経
て
、
志
喜
屋
が
調
製

し
た
「
諸
雑
物
代
付
帳
」
は
、
宮
古
で
は
す
で
に
こ
の
時
か
ら
一
つ
の
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
八
重
山
で
野

村
が
作
成
し
た
と
い
う
の
と
符
号
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
志
喜
屋
親
雲
上
ら
の
対
策
が
円
滑
に
機
能
し
な
い
構
造
的
な

体
質
が
あ
り
、
こ
れ
が
与
世
山
親
方
派
遣
の
起
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
（
平
良
一
九
八
七
》

五
頁
）
。

お
わ
り
に
ｌ
野
村
親
雲
上
と
志
喜
屋
親
雲
上
の
働
き
Ｉ
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王
府
の
先
島
支
配
に
と
っ
て
ひ
じ
ょ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
の
兄
弟
の
経
歴
を
み
て
み
よ
う
。
野
村
は
、
「
御

使
者
在
番
記
」
（
一
一
四
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
「
在
番
首
里
毛
氏
野
村
里
之
子
親
雲
上
安
孝
」
で
、
乾
隆
一
三
年
（
一
七
四
八
）

七
月
一
○
日
に
八
重
山
に
下
着
し
、
同
一
五
年
五
月
二
○
日
に
八
重
山
を
離
任
し
て
い
る
。
当
時
の
八
重
山
で
は
元
の

在
番
大
山
親
雲
上
に
よ
る
杣
山
仕
立
松
焼
失
事
件
の
処
理
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

野
村
は
、
野
村
親
方
安
察
の
長
男
と
し
て
、
康
煕
一
一
一
九
年
（
一
七
○
○
）
に
生
ま
れ
た
。
雍
正
六
年
（
一
七
二
八
）

山
奉
行
、
同
一
一
年
取
納
奉
行
を
経
て
、
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
に
は
大
御
支
配
（
元
文
検
地
）
に
際
し
て
国
中
の

河
川
を
改
修
す
る
た
め
、
「
学
水
理
之
職
」
に
任
じ
ら
れ
た
。
同
四
年
御
物
奉
行
を
経
て
、
同
五
年
に
は
決
川
奉
行
に

「
再
任
」
さ
れ
た
と
あ
り
、
乾
隆
元
年
も
同
奉
行
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
七
年
普
請
奉
行
に
任
じ
ら
れ
た
の

（
旧
）

ち
、
同
九
年
に
は
御
支
配
竿
頭
と
な
り
、
同
奉
行
幸
地
親
方
に
従
っ
て
伊
平
屋
・
伊
江
両
島
を
回
っ
て
い
る
。
同
一
一

年
高
奉
行
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
同
一
三
年
在
任
中
の
在
番
が
死
去
し
た
た
め
急
遼
八
重
山
在
番
に
任
じ
ら
れ
た
（
毛
姓

家
譜
支
流
皿
七
七
五
～
七
七
六
頁
）
。

志
喜
屋
親
雲
上
安
屋
は
、
野
村
親
方
安
察
の
四
男
と
し
て
、
康
煕
四
六
年
（
一
七
○
七
）
に
生
ま
れ
、
兄
安
孝
と
は

七
歳
違
い
で
あ
る
。
乾
隆
六
年
（
一
七
四
一
）
杣
山
奉
行
筆
者
、
同
九
年
山
奉
行
職
と
な
り
、
同
二
年
中
頭
方
山
奉

の
家
は
毛
姓
で
あ
り
、
彼
ら
の
祖
父
安
平
は
大
新
城
親
方
安
基
の
四
世
安
則
の
第
四
子
で
分
家
し
た
。
同
じ
大
新
城
親

方
安
基
の
五
世
安
成
の
第
二
子
が
、
最
初
の
八
重
山
島
規
模
帳
を
作
成
し
た
佐
渡
山
（
恩
納
）
安
治
で
あ
る
（
氏
集
い

三
一
一
一
・
一
一
一
四
頁
）
。
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行
職
を
兼
任
し
、
同
一
二
年
山
奉
行
交
代
の
年
で
あ
っ
た
が
察
温
の
杣
山
巡
見
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、
山
奉
行

を
続
け
た
。
そ
の
後
、
乾
隆
一
七
年
進
貢
船
の
官
舎
と
な
っ
て
中
国
へ
渡
り
、
冠
船
に
か
か
わ
っ
て
中
国
側
と
の
折
衝

に
も
あ
た
っ
た
。
帰
国
し
て
、
御
船
手
奉
行
職
な
ど
を
務
め
た
の
ち
、
乾
隆
二
一
一
一
年
か
ら
同
二
五
年
ま
で
宮
古
島
在
番

を
務
め
た
。
宮
古
か
ら
帰
任
し
て
、
久
米
島
在
番
を
務
め
て
い
る
（
毛
姓
家
譜
小
宗
四
七
八
一
～
七
八
三
頁
）
。

野
村
・
志
喜
屋
と
も
に
、
王
府
派
遣
の
八
重
山
在
番
・
在
番
筆
者
の
経
歴
で
い
え
ば
、
察
温
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
元
文

検
地
の
時
期
の
役
人
と
し
て
く
く
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
か
に
も
「
御
支
配
竿
頭
」
や
「
国
中
地
方
御
支
配
為
針
図
方
筆

者
」
な
ど
を
務
め
た
者
た
ち
、
あ
る
い
は
察
温
の
施
策
の
中
で
地
方
行
政
の
専
門
家
が
育
っ
て
お
り
、
時
期
的
に
は
少

し
遅
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
の
役
人
が
先
島
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
（
得
能
一
一
○
○
三
》
七
一
一
一
頁
）
。

野
村
・
志
喜
屋
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
技
術
者
で
あ
っ
た
が
、
壬
府
の
先
島
統
治
に
と
っ
て
重
要
な
布
達
文

書
の
基
本
的
な
形
式
を
作
り
上
げ
た
。
先
述
の
よ
う
に
沖
縄
本
島
、
周
辺
離
島
で
の
公
事
帳
は
雍
正
一
一
一
一
年
（
’
七
三
五
）

に
作
成
さ
れ
た
が
、
二
人
の
仕
事
は
そ
れ
よ
り
や
や
遅
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
彼
ら
の
文
書
作
成
の
働
き
ま
で
も
察
温
の

影
響
と
み
る
に
は
証
拠
は
な
い
が
、
察
温
時
代
を
支
え
た
役
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の
時
代
と
人
を

契
機
に
、
先
島
に
王
府
か
ら
布
達
き
れ
る
文
書
の
形
式
が
整
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

先
島
の
公
事
帳
は
各
役
所
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
「
与
世
山
親
方
上
国
公
事
帳
」
「
翁
長
親
方
八
重
山
島
上
国
役
人

公
事
帳
」
「
八
重
山
島
諸
村
所
役
公
事
帳
」
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
王
府
布
達
文
書
と
し
て
は
「
八
重
山
島
諸
締
帳
」
「
八

重
山
島
杣
山
職
務
帳
」
「
八
重
山
島
農
務
帳
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
組
立
・
損
益
は
必
ず
し
も
小
稿
で
み
た
も
の
と
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同
じ
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
検
証
と
と
も
に
、
［
新
城
二
○
’
四
エ
ハ
八
頁
］
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「
八
重
山
島

諸
締
帳
」
を
組
み
立
て
た
道
光
一
三
年
（
一
八
四
一
一
）
の
使
者
石
原
親
雲
上
の
存
在
な
ど
に
つ
い
て
も
検
証
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

【
注
】

（
１
）
往
復
文
書
の
う
ち
、
参
遣
状
に
つ
い
て
は
二
参
遣
状
』
の
古
文
書
学
的
考
察
」
（
得
能
一
九
九
八
）
で
検
討
を
加
え
た
が
、
そ

の
際
に
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
石
垣
島
豊
川
家
文
書
の
「
参
遣
状
抜
書
」
で
あ
っ
た
。
「
参
遣
状
」
な
ど
は
、
石
垣
島
の
い
く

つ
か
の
旧
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
量
的
に
も
っ
と
も
多
い
も
の
は
喜
舎
場
永
殉
旧
蔵
史
料
に
あ
る
。
同
史
料
は
二
○
一
二
年

に
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
（
「
八
重
山
毎
日
新
聞
」
二
○
一
二
年
一
○
月
一
八
日
）
、
喜
舎
場
永
殉
資
料
調
査
会

な
る
も
の
が
設
立
さ
れ
て
、
整
理
・
調
査
・
分
析
を
す
る
と
い
う
（
同
前
二
○
一
四
年
二
月
一
日
社
説
）
。
現
在
の
と
こ
ろ

原
本
は
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
石
垣
市
教
育
委
員
会
市
史
編
集
課
が
二
○
一
五
年
三
月
に
刊
行
し
た
『
石
垣
市
史
叢
書
Ⅲ
』
の

「
参
遣
状
（
喜
舎
場
永
殉
旧
蔵
史
料
）
１
」
が
唯
一
、
そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
書
所
収
分
は
康
煕
二
五
年

（
’
六
八
六
）
か
ら
同
三
七
年
（
’
六
九
八
）
ま
で
で
あ
り
（
石
垣
市
教
育
委
員
会
市
史
編
集
課
二
○
’
五
）
、
継
続
し
て
編
集

を
行
な
っ
て
い
る
が
、
「
参
遣
状
」
だ
け
で
も
全
貌
を
み
る
の
は
か
な
り
先
の
こ
と
に
な
る
。
十
分
な
保
存
措
置
を
講
じ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
デ
ジ
タ
ル
で
よ
い
の
で
、
原
本
の
早
急
な
公
開
を
求
め
た
い
。
と
い
う
の
も
、
喜
舎
場
永

殉
旧
蔵
史
料
は
彪
大
か
つ
重
要
な
内
容
を
擁
す
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
学
を
は
じ
め
八
重
山
研
究
が
そ
の
公
開
を
ま
っ
て
、
停
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（
６
）

／￣へ

５
、－〆

／￣へ〆￣へ

４３
，－〆、－〆

滞
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
研
究
の
停
滞
を
き
た
さ
な
い
た
め
に
は
、
す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
る
史
料
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
喜
舎
場
永
殉
旧
蔵
史
料
に
か
か
わ
る
文
書
は
、
こ
れ
ま
で
流
布
し
て
き
た
ジ
ョ
ー
ジ
．
Ｈ
・
カ
ー
撮
影
と
い
う

た
い
へ
ん
条
件
の
悪
い
マ
イ
ク
ロ
に
よ
っ
て
研
究
を
進
め
、
喜
舎
場
永
殉
旧
蔵
史
料
公
開
の
の
ち
改
め
て
加
筆
・
訂
正
を
す
る

し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
加
筆
・
訂
正
と
い
う
の
は
、
先
述
の
［
得
能
一
九
九
八
］
だ
け
で
な
く
、
喜
舎
場
永
殉
以
後
の

多
く
の
八
重
山
研
究
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
八
重
山
（
史
）
の
研
究
は
、
そ
う
い
う
段
階
に
あ
る
。

（
２
）
宮
古
島
で
は
、
順
治
一
七
年
（
一
六
六
○
）
と
み
ら
れ
る
喜
屋
武
親
方
の
仕
置
の
一
部
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
平
良
二
○
一
二
》

一
三
一
頁
）
。

八
重
山
の
規
模
帳
、
と
く
に
「
翁
長
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
」
に
つ
い
て
［
高
良
一
九
八
九
］
［
新
城
二
○
一
四
］
を
参
照
。

小
稿
の
も
と
と
な
っ
た
［
得
能
二
○
○
四
］
は
、
発
表
誌
の
都
合
で
短
縮
し
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
後
に
確
認
で

き
た
史
料
も
あ
っ
て
、
大
幅
に
加
筆
・
訂
正
し
た
。

「
球
陽
」
Ⅲ
一
四
八
（
球
陽
八
重
山
関
係
記
事
集
〔
上
〕
川
四
）
に
、
成
化
二
二
年
（
一
四
八
六
）
の
こ
と
と
し
て
、
「
毛
国
端
、

八
重
山
の
妄
り
に
安
真
理
を
祭
る
を
禁
裁
す
」
と
あ
っ
て
、
恩
納
親
方
安
治
が
「
伊
里
幾
屋
安
真
理
」
（
神
名
）
の
祭
を
禁
止
し

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
恩
納
の
派
遣
年
次
が
異
な
っ
て
い
る
な
ど
、
「
球
陽
」
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
（
崎
山
一
九
七
四
、
宮
平
一
九
七
八
、
田
名
一
九
九
二
、
得
能
一
一
○
一
一
一
一
）
。

規
模
帳
作
成
の
動
機
と
な
る
「
最
近
で
は
在
番
・
頭
が
交
代
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
で
支
配
を
行
な
い
、
規
則
が
一
定
で
な

く
百
姓
が
難
儀
し
て
い
る
」
は
、
「
与
世
山
規
模
帳
」
（
肋
一
附
）
で
い
う
「
諸
事
被
仰
渡
置
候
御
仕
置
之
外
、
在
番
・
頭
時
々
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見
立
次
第
取
行
候
而
者
狼
之
基
不
宜
候
」
と
同
じ
で
あ
る
。

（
７
）
久
米
島
の
「
公
義
帳
」
は
［
菊
山
一
九
七
七
］
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
奥
書
に
「
諸
間
切
諸
島
さ
は
く
り
公
事
帳
」

と
あ
り
、
沖
縄
で
公
事
帳
が
作
成
さ
れ
た
年
で
あ
る
雍
正
一
三
年
の
作
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
か
の
沖
縄
本
島
お
よ
び
周
辺

離
島
の
「
公
事
帳
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

（
８
）
宮
良
殿
内
文
庫
は
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
琉
球
・
沖
縄
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
原

本
、
翻
刻
、
解
説
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
八
重
山
島
諸
座
御
規
模
帳
」
は
恥
○
二
九
に
あ
る
が
、
そ
の
表
題
が
書
か
れ
た
表

紙
は
、
現
在
、
同
規
模
帳
の
部
分
で
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
八
重
山
諸
島
を
中
心
と
し
た
古
文
書
調
査
報
告
書
罠
沖
縄

県
教
育
庁
文
化
課
一
九
八
一
二
○
五
頁
）
で
は
名
称
を
「
八
重
山
島
諸
座
御
規
模
帳
」
と
し
て
あ
り
、
表
題
が
あ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
表
題
を
記
し
た
紙
は
、
現
在
、
同
文
庫
「
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」
に
み
ら
れ
る
。

（
９
）
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
琉
球
・
沖
縄
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
八
重
山
島
諸
座
御
規
模
帳
」
解
説
（
豊
見
山
和
行
）
。

（
、
）
「
諸
物
代
付
帳
」
は
「
物
価
の
一
覧
」
と
も
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
利
用
も
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
公
示
価
格
で

あ
り
、
本
来
は
人
頭
税
代
納
の
レ
ー
ト
で
あ
る
。
’
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
後
半
ま
で
変
化
は
な
く
、
運
用
し
だ
い
で
融

通
の
き
く
税
制
な
ら
ば
と
も
か
く
、
実
際
の
商
売
の
レ
ー
ト
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
、
）
「
諸
村
公
事
帳
」
の
成
立
は
、
「
富
川
親
方
宮
古
島
諸
村
公
事
帳
」
は
志
喜
屋
が
組
み
立
て
、
与
世
山
↓
翁
長
↓
富
川
と
損
益
さ

れ
て
い
る
が
、
「
富
川
親
方
八
重
山
島
諸
村
公
事
帳
」
は
与
世
山
が
組
み
立
て
、
翁
長
↓
富
川
と
損
益
さ
れ
て
い
る
。

（
、
）
野
村
が
御
支
配
期
の
役
人
と
し
て
活
躍
し
た
経
歴
は
、
八
重
山
在
任
中
で
は
、
乾
隆
一
四
年
二
七
四
九
）
に
、
「
与
那
国
烏
山
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【
史
料
一
覧
】
↓
は
【
参
考
文
献
］
参
照

氏
集
…
企
画
部
市
史
編
集
室
『
氏
集
首
里
那
覇
那
覇
市
史
資
料
篇
第
１
巻
５
別
冊
』
那
覇
市
役
所
一
九
七
六
年

翁
長
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
（
翁
長
規
模
帳
）
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
、
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
四

翁
長
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
、
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
三

翁
長
親
方
八
重
山
島
上
国
役
人
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

翁
長
親
方
八
重
山
島
諸
締
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九

翁
長
親
方
八
重
山
島
船
手
座
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

球
陽
…
球
陽
研
究
会
『
球
陽
読
み
下
し
編
』
角
川
書
店
一
九
七
四
年

球
陽
八
重
山
関
係
記
事
集
〔
上
〕
↓
石
垣
市
教
育
委
員
会
市
史
編
集
課
二
○
一
三

公
事
帳
（
規
模
帳
）
↓
黒
島
一
九
九
七

久
米
仲
里
間
切
公
事
帳
…
沖
縄
久
米
島
調
査
委
員
会
『
沖
縄
久
米
島
資
料
篇
沖
縄
久
米
島
の
言
語
・
文
化
・
社
会
総
合
的
研
究
報

告
書
』
弘
文
堂

御
使
者
在
番
記
↓
沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所
一
九
八
一

参
遣
状
…
喜
舎
場
永
均
旧
蔵
史
料

為
竿
針
」
（
山
の
測
量
、
針
図
作
成
の
調
査
か
）
が
あ
る
。
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参
遣
状
〔
喜
舎
場
永
殉
旧
蔵
史
料
〕
１
↓
石
垣
市
教
育
委
員
会
市
史
編
集
課
二
○
一
五

参
遣
状
抜
書
〔
上
〕
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
五
ａ

参
遣
状
抜
書
〔
下
〕
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
五
ｂ

富
川
親
方
宮
古
島
仕
上
世
座
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

富
川
親
方
宮
古
島
仕
上
世
座
例
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

富
川
親
方
宮
古
島
諸
村
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

富
川
親
方
八
重
山
島
勘
定
座
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

富
川
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
（
富
川
規
模
帳
）
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
、
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
課
二
○
○
四

富
川
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
、
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
三

富
川
親
方
八
重
山
島
御
用
布
座
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

富
川
親
方
八
重
山
島
仕
上
世
座
例
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

富
川
親
方
八
重
山
島
諸
締
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九

富
川
親
方
八
重
山
島
諸
村
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
「
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
二

富
川
親
方
八
重
山
島
杣
山
職
務
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九

富
川
親
方
八
重
山
島
所
遣
座
例
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

富
川
親
方
八
重
山
島
農
務
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
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富
川
親
方
八
重
山
島
船
手
座
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

富
川
親
方
八
重
山
島
船
手
座
例
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

宮
古
島
科
人
公
事
帳
↓
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
八
八
、
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

毛
姓
家
譜
支
流
（
大
工
廻
家
）
↓
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
一
九
八
二

八
重
山
鳥
蔵
元
公
事
帳
…
宮
良
殿
内
文
庫
（
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ⅲ
○
○
五
）

八
重
山
島
諸
座
御
規
模
帳
（
諸
座
御
規
模
帳
）
…
宮
良
殿
内
文
庫
（
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
恥
○
一
一
九
）

八
重
山
島
諸
締
帳
（
富
川
）
↓
新
城
一
九
七
七
、
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
一

八
重
山
島
諸
村
公
事
帳
（
富
川
）
↓
玻
名
城
一
九
八
一

八
重
山
島
諸
村
所
役
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
、
黒
島
一
九
九
七

八
重
山
鳥
諸
物
代
付
帳
（
諸
物
代
付
帳
）
↓
黒
島
一
九
九
九

八
重
山
島
杣
山
職
務
帳
（
富
川
）
↓
新
城
一
九
七
六

八
重
山
島
年
来
記
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
九

八
重
山
島
農
務
帳
（
富
川
）
↓
崎
山
・
新
城
一
九
七
六

与
世
山
親
方
上
国
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

与
世
山
親
方
宮
古
島
規
模
帳
↓
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
八
一
、
沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所
一
九
八
一

与
世
山
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
（
与
世
山
規
模
帳
）
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
、
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
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新
城
敏
男

与
世
山
親
方
八
重
山
島
杣
山
職
務
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九

与
世
山
親
方
八
重
山
島
農
務
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九

琉
球
国
由
来
記
…
外
聞
守
善
・
波
照
間
永
吉
『
定
本
琉
球
国
由
来
記
』
角
川
書
店

一
九
七
六
「
《
史
料
》
八
重
山
島
杣
山
職
務
帳
」
東
京
・
八
重
山
文
化
研
究
会
『
八
重
山
文
化
』
第
４
号

一
九
七
七
「
《
史
料
紹
介
》
八
重
山
島
諸
締
帳
」
東
京
・
八
重
山
文
化
研
究
会
『
八
重
山
文
化
』
第
５
号

二
○
一
四
「
『
翁
長
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
』
に
つ
い
て
ｌ
検
使
派
遣
と
規
模
帳
の
成
立
ｌ
」
『
首
里
王
府
と
八
重
里
岩
田
書
院

（
初
出
は
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
第
九
巻
」
浦
添
市
教
育
委
員
会
一
九
九
三
年
）

石
垣
市
教
育
委
員
会
市
史
編
集
課

二
○
’
’
一
一
『
石
垣
市
史
叢
書
田
』
石
垣
市
教
育
委
員
会

二
○
’
五
『
石
垣
市
史
叢
書
Ⅲ
』
石
垣
市
教
育
委
員
会

石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
課

二
○
○
四
「
石
垣
市
史
叢
書
ｕ
』
石
垣
市

【
参
考
文
献
】

一
九
九
二
ａ

一
九
九
七
年
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梅
木
哲
人

二
○
一
一
「
久
米
島
の
規
模
帳
・
公
事
帳
ｌ
沖
縄
に
お
け
る
近
世
文
書
ｌ
」
（
『
近
世
琉
球
国
の
構
造
」
第
一
書
房
（
初
出
は
「
久

米
島
の
規
模
帳
・
公
事
帳
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
沖
縄
久
米
島
調
査
委
員
会
『
沖
縄
久
米
島
「
沖
縄
久
米
島
の
言
語
・

文
化
・
社
会
の
総
合
的
研
究
」
報
告
書
』
弘
文
堂
一
九
八
二
年
）

沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所

一
九
八
一
『
沖
縄
県
史
料
前
近
代
１
首
里
王
府
仕
置
」
沖
縄
県
教
育
委
員
会

石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室

一
九
九
一
「
石
垣
市
市
叢
書
１
」
石
垣
市
役
所

一
九
九
二
ａ
「
石
垣
市
史
叢
書
２
」
石
垣
市
役
所

一
九
九
二
ｂ
「
石
垣
市
市
叢
書
３
』
石
垣
市
役
所

一
九
九
三
「
石
垣
市
史
叢
書
５
』
石
垣
市
役
所

一
九
九
四
『
石
垣
市
史
叢
書
７
』
石
垣
市
役
所

一
九
九
五
ａ
「
石
垣
市
史
叢
書
８
』
石
垣
市

一
九
九
五
ｂ
「
石
垣
市
史
叢
書
９
』
石
垣
市

一
九
九
九
「
石
垣
市
史
叢
書
Ｂ
」
石
垣
市
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崎
山
直

黒
島
為
一

菊
山
正
明

沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課

一
九
八
一
「
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
十
五
集
昭
和
五
十
五
年
度
八
重
山
諸
島
を
中
心
と
し
た
古
文
書
調
査
報

告
書
」
沖
縄
県
教
育
委
員
会

沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室

一
九
八
九
『
沖
縄
県
史
料
前
近
代
６
首
里
王
府
仕
置
２
」
沖
縄
県
教
育
委
員
会

一
九
九
一
『
沖
縄
県
史
料
前
近
代
７
首
里
王
府
仕
置
３
」
沖
縄
県
教
育
委
員
会

一
九
七
四
「
恩
納
親
方
の
八
重
山
渡
海
仕
置
を
め
ぐ
る
一
考
察
Ｉ
そ
の
史
料
的
検
討
ｌ
」
東
京
・
八
重
山
文
化
研
究
会
『
八
重

山
文
化
』
創
刊
号

二
○
’
○
「
検
使
恩
納
親
方
の
『
仕
置
』
に
つ
い
て
」
『
八
重
山
歴
史
研
究
会
誌
ｌ
八
重
山
歴
史
研
究
会
発
足
三
○
周
年
記
念
号
』

創
刊
号

九
九
七
「
《
史
料
紹
介
》
「
公
事
帳
』
（
『
規
模
帳
ご
」
「
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
紀
要
』
第
ｕ
・
追
号
合
併
号

九
九
九
「
《
史
料
紹
介
》
「
八
重
山
島
諸
物
代
付
帳
』
」
「
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
紀
要
」
第
肥
．
Ⅳ
号
合
併
号

九
七
七
弓
久
米
島
具
志
川
間
切
公
義
帳
』
に
つ
い
て
」
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
『
沖
縄
文
化
研
究
」
４
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高
良
倉
吉

崎
山
直
・
新
城
敏
男

平
良
勝
保

田
里

一
九
八
七
「
与
世
山
親
方
仕
置
前
後
の
一
断
面
」
「
平
良
市
史
編
集
だ
よ
り
」
第
二
○
号

二
○
一
二
「
頭
懸
（
人
頭
税
）
と
民
衆
生
活
」
宮
古
島
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
宮
古
島
市
史
第
一
巻
通
史
編
』
宮
古
島
市
教

育
委
員
会

一
九
八
三
「
恩
納
安
治
」
沖
縄
大
百
科
事
典
刊
行
事
務
局
『
沖
縄
大
百
科
事
典
上
巻
』
沖
縄
タ
ィ
ム
ス
社

一
九
八
九
「
近
世
末
期
の
八
重
山
統
治
と
人
口
問
題
ｌ
翁
長
親
方
仕
置
と
そ
の
背
景
ｌ
」
「
琉
球
王
国
史
の
課
題
』
ひ
る
ぎ
社

（
初
出
は
『
沖
縄
史
料
編
集
所
紀
要
』
第
７
号
一
九
八
二
年
）

Ⅲ九
八
五
「
公
事
帳
に
つ
い
て
」
山
本
弘
文
先
生
還
暦
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
「
琉
球
の
歴
史
と
文
化
』
本
邦
書
籍

九
八
六
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
地
方
支
配
に
関
す
る
一
考
察
～
間
切
公
事
帳
の
成
立
を
中
心
に
～
」
島
尻
勝
太
郎
・
嘉
手
納

宗
徳
・
渡
口
眞
清
三
先
生
古
希
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
「
球
陽
論
叢
」
ひ
る
ぎ
社

九
八
七
「
間
切
公
事
帳
に
つ
い
て
」
沖
縄
市
史
編
集
事
務
局
「
沖
縄
市
史
資
料
集
１
間
切
公
事
帳
の
世
界
」
沖
縄
市
教
育

委
員
会

参

九
七
六
「
《
史
料
》
八
重
山
島
農
務
帳
」
東
京
・
八
重
山
文
化
研
究
会
『
八
重
山
文
化
』
第
４
号
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二
○
一

豊
見
山
和
行

得
能
壽
美

當
間
一
郎

二
○
○
四
「
首
里
王
府
の
両
先
島
統
治
策
と
そ
の
諸
相
」
安
里
進
ほ
か
「
県
史
〃
沖
縄
県
の
歴
史
』
山
川
出
版

那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室

一
九
八
一
一
「
那
覇
市
史
家
譜
資
料
（
三
）
首
里
系
」

田
名
真
之

一
九
九
八
ヨ
参
遣
状
』
の
古
文
書
学
的
考
察
」
「
沖
縄
学
沖
縄
学
研
究
所
紀
要
」
２

’
一
○
○
三
「
八
重
山
在
番
・
在
番
筆
者
の
経
歴
」
『
沖
縄
学
沖
縄
学
研
究
所
紀
要
』
６

二
○
○
四
「
王
府
布
達
文
書
成
立
過
程
の
研
究
ｌ
乾
隆
旧
～
旧
年
の
在
番
野
村
親
雲
上
「
組
立
」
文
書
」
「
八
重
山
歴
史
研
究

会
々
報
」
ｕ
・
胆

’
’
○
一
三
「
解
題
」
↓
石
垣
市
教
育
委
員
会
市
史
編
集
課
二
○
’
一
一
一

一
九
九
一
「
解
題
」
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一

’
九
九
二
「
首
里
王
府
の
史
書
編
纂
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ｉ
「
球
陽
』
を
中
心
に
ｌ
」
「
沖
縄
近
世
史
の
諸
相
』
ひ
る
ぎ
社
（
初
出
は

島
尻
勝
太
郎
・
嘉
手
納
宗
徳
・
渡
口
眞
清
三
先
生
古
希
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
『
球
陽
論
叢
』
ひ
る
ぎ
社
一
九
八
六

年
）
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森
田
晃
一

宮
平
実

真
境
名
安
興

玻
名
城
泰
雄

横
山
學 一
九
八
一
「
八
重
山
島
諸
村
公
事
帳
」
「
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
紀
要
』
創
刊
号

平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会

一
九
八
一
『
平
良
市
史
第
三
巻
資
料
編
１
前
近
代
』
平
良
市
役
所

一
九
八
八
「
平
良
市
史
第
八
巻
資
料
編
６
（
考
古
・
人
物
・
補
遺
墓
平
良
市
教
育
委
員
会

一
九
九
五
「
渡
嘉
敷
間
切
『
公
事
帳
』
の
特
徴
」
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
「
諸
国
叢
書
第
、
輯
』

一
九
七
八
「
『
球
陽
』
の
一
考
察
」
富
村
真
演
教
授
退
官
城
間
正
雄
教
授
還
暦
記
念
事
業
会
『
南
島
史
論
二
』
琉
球
大
学
史
学

〈
琴

一
九
九
三
「
沖
縄
一
千
年
史
」
「
真
境
名
安
興
全
集
第
一
巻
』
ポ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク

九
八
七
『
琉
球
国
使
節
渡
来
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
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